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肺及気道疾患殊に肺結核に対する｢ガステラピー｣の研究

辻 周 介

(本論文は第20回線核祈究骨特別講演の要旨に其後の知見を加えたもので参る)

工 まえお書 ､

成人肺結核の進展形式は主として 基洞を渡とする索道性韓捗によることは今日一般に信ぜられてい

る所であって､ 肺結核治療の主眼が虚脱癖汝を 中心とする茎洞の治療に置かれている事も当然であ

る｡将来化学療法の進歩によって､ 此状態に変化がもたらされるとしても､何且茎洞治療法の研究は

別途に進められる必要があると信じる｡

そもそも等洞の治癒は藤注束管麦の閉壷を伴う茎洞睦の閉銀滑夷によって営まれる以外に､ 茎洞内

面の清浄化につゞく上皮形成によっても達しられ得る事は､ 病理解脅3学の示唆す,る朗であるO-面結

核性茎洞の上皮形成による究重なる治癒が自然糾ま却々困難な事実も､ 亦病理解剖学の教える朗であ

る. 従って､自然には甚だ綬除に且つ不完全にしか行はれない内遅め清浄化を､人膚的に促進するこ

とによって;,益洞治癒の一一助たらしめる如き治療法が生れて差支えない筈である.

余は斯かる信念の下に､一連の研究を企図しているが† こiに報告する ｢ガステラビー｣もその一

部である｡ ｢ガステラビー｣なる語の意味は､ 殺菌性の ｢ガス｣体を吸入せしめることにより､･基洞
内面の結核菌を滅少せしめ､ 同時に ｢ガス｣の輿える適度eIj刺戟によって生体反臆としての基洞清浄

化を促進せ､しめんとする治療法の詞であるo

Ⅱ 文献的考察

(1) 揮静性物質の抗菌件用に関する実験
(り

,氏.Koch(1881)R･種々の揮発性油脂罪の各稜細菌に対する影響を詳細に検討し､ ある疎の油脂例

ば芥子油の素案離 田菌に対して非常に嘘い発育阻止作用を有することを報告している. 其後も揮発性

油脂に関しては多 くの学者によっで結核菌を含めた詳疎細菌に対する殺菌作用の検討が行ほれたo
(2)126)

との様に揮静陸油脂の殺菌作用に裁ては古来可成 り詳細な研究が繰返さオしたが､ 其他の有機化合物
(27).(28)

の幕末の殺菌作用は､ホルマ1)ン､ク.叩 ホルム等を.除いては余 り行は畔 いない､ 殊に結核菌を対(23)
象とした実験は甚だ少い｡ 此方面の仕事として､我国ではさ墓藤氏が古 くよt)｢エ-テル｣に注目し､

(望9)
又敦妊北本氏等は余と同様な潜憩の下にキシT1-ル､ベンツオ-ル､ エーテル､メソi-ル､カブ.)

ン酸等の ｢ガス｣の殺菌作用に放て研究している｡

(2) ｢ガス｣吸入療法に関する実験的乃至臨床的研究
(30)

古 く191.0年頃 Lignosulfitなる吸入薬による吸入療法が ドイツで置 くノ行ほれた事があり､叉フラン(3.))
スでも ｢メンタ｣池 ｢--カ1)｣池等の蒸素を索道疾患に用い､このやうた治療法をAromath6raple

と詠してをった.併しいづれも大し転発展を見ずに終っている.

一方前世界大野中に武器として毒ガスが盛に用いられ､ その犠牲者が多数に上るに及んで､このガ】
ス傷銀者の終核問題が八釜しく論講せられるに及んだO 多 くは直観的に毒性 ｢ガス｣は肺結核に何か

恵影響を輿えるに相違ないとの考えを抱き､ 今日でも偶か 1る考え方が一般化していることは事実で

あるO併し此点に関する科学的な検討は武器としての毒 ｢ガス｣よりも､ 化学工場の ｢ガス｣中毒例

の検討に当っても､中々重要な問題であらうと思 う｡(82)
文献によって知 り得た事は､-股的な常識に反して､ 結局毒 ｢ガス｣の中毒は結核症を誘発するも

辛
のでも､叉悪化させるものでもない事が､ 既に科学的に証明すみであるという事実である.その̀代表
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(32)
的な意見として､1921年 ｢アメ1)カ｣の軍医 Francineは上院に於て次の如 く証言している. ｢臨床

及剖兄上の経験によって､ ｢ガス｣中毒は結核症を惹起するどころか､ 寧ろ防護するであらうと言い

たいo 之は ｢ガス｣中毒に基 く肺の充血が､結核に好影響を輿えるもので､丁度心持障碍患者に肺結

核が少いのと同様の理由であらうと考える｣と述べている｡

比の事実は､今後我Jkが ｢ガステラビ-｣を研究して行 く上に大なる支持を輿えるものと考える｡

Ⅲ 我々の行った捷硬性物質 ｢ガス｣の試験管内辛諭

図1(省略)に示す如 く､多数の実験方法が報告せられてをり､ 得られた成績も方法の異るに従っ

て必ずしも一定していない. 併し要は多数の物質の中から､比較的強力なものを撰び出すことが目的
(33)

であり､従って大なる実験誤差のない限 り､出乗る丈け簡単な方法が望ましいと考えられる｡米韓は､

攻の如き方法によって､結核菌を対象として実験を行ったo

lo｢カ,,.-グラス｣法o 此方法によれば､ ｢ガス｣濃度を飽和濃度にした場合の作用時間の違いで

殺菌力を比較することが出乗る｡

20三重試験管法.此方法によれば､作用時間を一定として, ｢ガス｣濃度を種々にした場合の発育

阻止作用が検せられる｡

(2) 結核菌に対する抗菌作用

現在真峯に我}tの実験に供した揮発性物質は､所謂有糠溶媒28種欝と､ 高重合性有機化合物20産業頁で

あるo 詳細は米津の論文に護るが､之等の化合物の中殺菌作用の強刀なもの＼としで､有機溶媒の中で

は･ ｢クワ｡ホルム｣､ ｢エチルエーテル｣ 蟻酸 ｢エチル｣､ ｢エチレンクロルヒド1)ン｣､ ｢ビ1)ジ

ン｣等最強カであり､高重合性物質では､酵酸 ｢ゲイ--ル｣､ ｢アク1)ル｣酸 ｢メチル｣､ ｢メチル
ゲイ--ルケ Ttン｣､ ｢スチロ-ル｣､ ｢アクl)ルニトl)ル｣等が張力である｡ 併し二重盲宅験管法によ

って菌の発育阻止作用を検した所によると.人型鳥型共に高重合性物質の強力なことが目立っている0

倍 ｢メチルメタクl)レー日 が二重試験管法では､ ｢クロロホルム｣よりも強力な如 く作用している

事実は興味がある｡

(3) 諸種細菌に対する抗菌作用(34)
接生物学教皇藤本氏は､ 結核菌以外の諸種細菌に対する高富合性 物質 ｢ガス｣の殺菌作用を検し

たoその張さの憶に列べると第1表の如 くなる｡

宮1表 各種高菜合性物質の各種細菌l/l'L対する抗菌作用 (藤本氏)

-.-..･.這 壷- 些試菌~ー--＼ 陽チフス甫 大 腸 菌 赤痢本塑菌 . 茸 葡 球 菌 枯 華 常1102(-) 204(-) 204(-)216(-) 324(-) 324(-)306(-) 458(-) 306(-)

メチルイソプロぺニ)i,ケナン 102(⊥) 102(-)

酪酸ゲイ羊-jL, 108(-) 216(-)

アク1)Jz/ニtl)71, 280(--) 306(-)

アク1))t,酸メチ′レ 242(-) 563(-) 314(-) 563(-) 4840(-)

71)jt/7Jt/3-7L, 733(-) 2930(-) 1470.(-) 2930(-) 8790(-)

メタク1)}L,iT.l)ノレ 2384(-) 4760(-) 4760(-) 7160(+) 7160(-)4740(+) 4740(+)メタク1)}L,酸エチルエステル ･3148(-) 4740(-) 3148(-)

メタク1)JL,LAブチルエステル 3800(り 3800(+) 3800(+) 3800(+) 3800(+)5200(千) 5200(+) 5200(十)

数字は分子濃度の比を示す (-)は菌が死滅せること(+)は佃集落発生を見るもの
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倍表にはないが､｢メチルメタク1)レ-下｣は ｢メタク1)ル-Tl)}t,｣と ｢-'チルメタク1)レ-ll｣

との間bこ入ることになる｡

以上の米韓､藤本の実験によって､ 所謂高重合性物質の中に､蒸束の抗菌作用の強いものが多い事

実が知られたo之は恐らく非常に活性な二重結合の軍在に基 くものと考えるo この推理に対して参考

とするに足る｢一つの学説がある｡

Ⅳ Geiger-Connの学説に裁て

1946年アメ1)カの GeigerandConnは次の様な 仮設を発表している-｡ 即ち ｢ペ-i,1)ン｣酸や
｢クラ-･シソ｣の如き抗菌性物質は､いづれもe-t-COなる原子闇を有しこ 之がその抗菌作用の●●i
活性群であるo その証明に此の原子園を有する13種欝の物質を合成したが､いづれ も抗菌作用を持ち
中でも ｢アクワロフエノン｣は非唐に強力である｡ この ｢アクワロフ-ノγ｣もやはり高富合性物質

の一つであるが､ この仮説に従えば､ ｢アク1)}t,｣酸､ ｢メタアク1)ル｣酸やその ｢エステル｣はい

づれ も同じ原子団を有することになる｡
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之は現在の所仮設に過ぎないと考えられるが､ 高富合性物質の抗菌作用を説明するめには好都合で1
ある○

Ⅴ 種資性物質殊に高重合性物質の毒性に放て ●
(36)

静止繋俸及流動案件としての蒸菊の ｢マウス｣に対する幕性は第 3表､ 第 4表に示される通 りであ

る｡高重合性物質の中では､ ｢エチルメタク1)レーり ､ ｢アク1)ル｣酸 ｢メチル｣が毒性が少い｡其

他の高重合性物質はいづれ も可成 りの猛毒であるO

Ⅵ｣ ｢メチールメタクリレート｣に裁て

以上の毒性実験の結果､抗菌作用の強い物質は叉毒性も騒 く､ ただ ｢アクlJ.ル｣酸 ｢メチル｣は杭
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宵3表 ｢マウス｣に対す る執 ヒ｢ガス｣吸入 時の毒性

供 試 薬 酢酸 ゲイニール ア芸.;6ル放言.;2'レ厚 意0.060 - 0 に_隻 _ 3′50 1/5 2/5,J 2/5 メチノレイ ソプ ロぺ ニ)L,ケ トン アク l))I,ニ Ttl)ル

C.C.時間 0.12 0.06 0_12 0.09達 j

1 時 間 0/5 0 0

2､時 ■問 3/5 0 0

3 時 間 2/5 0 1/5 ~ 2/5 0 0

4 時 間 1 /5 . 1/5 0 2/5 "

5 時 皿 1/5 1/5 3/5 3/5 ∈

備 考 C.C.は5立容器和 ぐ滴下 した供試薬量

第4表 ｢マウス｣に対す る流動 ガス吸入 時の毒性

触 試 薬 品 ガ ス濃度 (perL) 吸 入 時 間 死

コ二チ′レエーテル 350mg 40分 ◆5/5

ヂ オキサ ン 60 4 70 /I 0/5

､ブチル′アル コール 20 /y 60/y o/占

7 l))i,TIT/3-)I/ 404 4p ,y 4/5

アク l))I/ニ ーl)Jt, 17 4 6(). // ｣ /5

/y lo ≠ 60 /I 1/5

メ タア ク l)JL,こ TJ)JL, 130 /y 15 /y 5/5

/y 20 /y _Qp ,- 1/5

ア ク ワル酸 メチル 45 /y 50.!y 5/5

.タ 15 /y 60 /I ojS

スチ ロ-)レ 50 /y 6C) /I 5/5

/y -35~/I 90 // 2/5

メチル イソプ ロぺ ニ)t'ケ_tン 45 /I 50 才 4/5

酢酸 ゲイニ-JL, 15 /y 15 /I 5/5

/y/y - 10 // 20 /y 5/5

薗作用の強い割に毒性が房易い橡に考えられる｡ 之等諸種の高重合性物質の中で､ ｢メチ-ルメタク1)

レJH は後述の如 く毒性は甚だ頻粥であ り､ その割に抗菌作用が強いので､臨輝的臆用が可能では

ないか と考え､少し詳 しく研究 してみたのである｡

(1) 抗菌作用 ･
(3.3)

結核菌に対する実験成績は米毒筆の論文に譲る｡ 結核菌以外の細菌に対する成績は第5表藤本氏の実

験に示される｡ 之等の実験によって知 られた此物質の抗菌作用は､ ｢クロロホルム｣よりは房易く ｢-
-テル｣､ ｢ホルマ17ン｣よりは強い事になる｡

(37)
(2) 並河によれば､此物質は結核菌の抗酸性 除却作用を有 し､叉杭煮沸性をも王威弱せしめる｡

(表轄)
(31q)

(3) その ｢ガス｣の遼透性は､藤本氏の実頓によれば､厚 さ3-5mmの寒天骨を貫いて作用し得



126

欝5喪 各種部首に対する ｢メチ- ルメ_タク1)I,- tガス｣の涜蘭作用 (蘇葬氏)
読 腸チフス バ ラ A バ ラ p 大野蘭 赤痢本塑 赤痢典型 コレフ 級膿菌 茸葡甫 枯 草 菌

軒 料 料廿廿+- 廿I 対 料 ~対廿廿1-- 廿 料 対 料 . 対
1時間 廿.≠ 廿冊 耕 曲~+.廿- 廿 +肯+ #≠ 1廿 柵 ≠2 /V 1-一 冊 + 冊 - + 冊 柵

3 /V 一 冊F ｢ 十 冊 - 甘- 廿 廿 廿 ≠ ≠

5 /r - - ● - - 甘 #

◆24 4 - - ■■- - - +i 廿

る力がある｡

(4) ｢メチ-ルメタクl)レ-t｣の毒性に就て
(89)

京大薬理学教皇森田氏は本物質の葦勧学的研究に就て詳細な葵駿を行ったが､ こ にゝは ｢ガス｣吸

入実験の成績のみを述べる｡ 第6表に示す如 く､34vol.%以上の高濃度の場合のみ動物は死亡するo之～

は ｢≠p.2ホルム｣､ ｢エ-テル｣隼比すると進に毒性が少い.欝6表 ｢マウス｣に対する ｢メチールメタク1)I,- トガス｣吸入実験 (静止ガス) (森朗氏)
ガス濃度 10 13 20 27 28 32 34 38 飽欺,潜 γol.形 γol.形 Vo1.形 γol.形 Vo1.形 Vol.形 γol.形 Vo1.形 弄ロ

(ガス室内1時間放置)

叉人体に対して此 ｢ガス｣の扱最長期吸入が何等の障得を輿えないことが､ 三菱化成大竹工場に於

ける我々の調査の結果分っている.

Ⅷ 実助的動物結核症に封するTメチー}Lメタタリレー.トガス｣の影響
(4】)

本実験は杉本が担当し,目下侍組織学的橡査を実施中であるo 詳細は杉本論文に謙るが.勇者毒及強

毒の年型菌による家鬼結核症に対して本 ｢ガス｣の吸入は､ 確に肺に於ける病変の程度を置滅せしめ

る作用がある事が分った. 叉木 ｢ガス｣の吸入によって肺組織に著明な充血を来すこと-も明かとな

り､之が本 ｢ガス｣の治療効果の貴 も軍事な要素であるかと考えられ､ 基洞内に於でも斯かる血管充

盈に基 く.清浄化作用の促進を推息せしめる綜展を得ねo

Ⅷ 'rェチーJLメタクリレート｣に裁て (略)
Ⅸ ｢メチーJL'メタクyレート｣吸入臨床責蔚

以上の諸実験の結典 ｢メチ-ルメタク17レ-H は ｢ガステラビ-｣の試用に適した物質であると

考えられるので.こゝに人件実験を実施した次第である｡
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(1) 吸入方法

吸入方法としては､ 防塞 ｢マスク｣を利用する方港や. ｢セロファン｣製の蚊張の様なものを頭か

ら被る方法など試みた如､ 結局一番簡単で実行しやすいのは､ ｢ガラス｣製漏斗に薬品を浸み込ませ

た綿球を固定して書籍生する蒸菊を鼻から吸入せしめる方法である｡

吸入時間及使用薬品量に就いては､多くは第7表の基準に従って笑~施したが､ 個々の例によって適

当に調節する必要がある〇

第 7表 吸入時間 使m量に関するシエーマ

(43)
(2) 開放性肺結核に対.する成績

(a) 予備実験旗蹟

先づ､昭和23年初めより同年6月蓬粧30名の患者に就て予備的な臨床実験を行ったO 結果は第8表

に示す如 くである0 ■

第8表 臨床予備実験成葦
味 疾 申糖 核 菌 の 滑 長 患 三軒 数

滑 失 8名 (27%)

官成 少 12名 (40%)

不 変 lo基 (33%)

j膏 加1 0

合 計 30名

この予備実験の結果分ったことは､本療法によって､ 啄疾中結核菌が可成 り多数例に於て減少乃至

滑失することがある事実である｡更に副作用は何も認められなかったo
(41_1)

{b) 啄疾中結核菌の定量的検査法に就て (轄)
(.I3)

(C) 定量的検査法による吸入実験

先づ:昭盃p,23年6月より昭和24年4月迄に行った26例の患者 (中7例は ｢エチ-ルメタクワt'-り 吸
入)の成績は第9表に示す通 りである0

第 9表 臨床･実験第二部成競

堵 疾 中飴 核 常 の 消長 患 者 .数

滑 失 6名 (23%)

滅 -少 12 芽 . (46%)

不 変 8名 (31%)

増 加 0
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IrlO表 ガステラビー施行成績-党案 (卵 部) (皇 諾詮 芸.･3言う

香早 姓 名 性 年令ー 肺 病 盤 吸 入 方 津 暗疾患 常畳I 啄噺 備 -.守

贋サ 空洞Ⅰ 中三空洞正 大空洞 種 類 期間

1､..村 (⊃直 (⊃ 男 2̀4 メチ -ル メ タク l)レ- I 60.日 不変 減少 減少 喉東蹄核 嘆声軽快

有○藤○郎 男 50 -I 中空洞 /y 70日 不変 イ＼変 線少 人工免胸併用

7 中○忠○都 . 43 甘 小三空洞 /V 軍0日 不変 不声 不 変 -側充填術施行-側人工気胸併用

8 小 (⊃ 34 血 申空洞 ,<i SO肖 減少 -激減 減少

9 山(⊃幹′(⊃ 42 1 中萱空洞 {p 30日 ィ､変 不三変 不変

10 早 (⊃ 勇 男二女罪_翠_男男 45 Ⅱ 小空洞 /V 50日 減少 液少 減少

ll JHO,普(⊃ 23-Ⅱ.大萱空洞 ≠ 50日 減少 激減 減少

1213 槍 ○正○ 29 I 小空洞 /y 60日 減少 減少 減少 喉頭幕核 嘆声軽快巽 〇 月穿 21 甘 ′J､空洞 /y 60日 減少 号数減 減少

141516.1718 松 〇一⊆_ 29 甘 小空洞 /y 70日 ネ変 減少 不変

洩 ○ ~嘉 ○ 31 1 小空知同 /y 40日 一棟少 減少 減少

k O 聾 A男女男 35 I 中空洞 /y looロ 不 変 不 変 不 変

武 (⊃英 ○ 29 I 不 明 3' '40日 不 変 不変 不 査

春 ○ 多 ○ 23 し 中空洞 /y 40日 減少 減少 減少

1920 ･吉 ○ 康 53 雷 大空洞 /V 40日 不 変 減少 減少

虞 ○ 17 男旦男 29 甘 大空洞 /r 30日 減少 減少 減少

21 早(⊃活(⊃ 51 1 不 明 一夕 30日 不変 不 義 酸少

山 ○森 ○ 男̀ 44 Ⅱ●中三空洞 メ . 30日 減 少 減少 減少 ～

中 ○順 ○ 男 1̀9 甘 /J､空洞 /? 20日 不変 不 変 不変

新 (⊃延 ○ 男 34 ∬ 小空洞 /I 20日 減少 減少 減少

松O 利く⊃ 男 32 甘 大空 洞 /V 10日 減少 減少 減少

27_282930.3132旦34 楠 ○ 忠 ○ ｣L男 45一重｣′J､空洞 /V 10日 不変 不変 減少

竹 (⊃宣○ 43 I 中空洞 !y . 70日 減少 減少 減少

仲 (⊃ 弘 男 35 † 中三空洞 {I 60日■減少 減少 減少

中 〇 七 〇 男 35_I 中空洞 /y 60日 減少 減少 減少

杏(⊃嘉 (⊃ 女 24 I 中空洞 一夕 70 減少 減少 減少.

今 ○ 美 Q 女 23 I ′J､空洞 /y 50.日 遍少 減少 減少

川 ○華○ 男 32 ∬ 中空洞 /y 50日 減少 減少 渦少

新 (⊃絵 ○ 女 36 I､不 明 /y 30-El 不変 不変 う域少
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更に昭和24年4月から同年6月迄主として滋賀斬紫音響療養所入所患者及 之に若干の結研外釆患者に

就て実施した成績を第10表及第11表に掲げる｡ この吸入期間は薮う豆15日から斎長70日位で､短期間の

成績しかあらほれていない｡この場合菌消失例が第2回の実験成績に比して少いのは主として実施期間

の短いためと恩はれるが､叉被扱者の中に外釆患者が含まれていたためかも知れない.

貫11表 臨床実験第3部成積

啄 疾 中子陪核 菌 の 滑 長 患 者 数

激 減 4名 (11%)

減 少 21名 (58%)

不 変 11名 (31%)

増 加 0 名

(d) 綜合成境

以上表示した症例に其後の症例12例を加えた104例に就ての臨床成接を-揺すれば攻の如 くである｡

紙数の関係上詳細は略す｡ ((45)参照)ただ本療法の効果に就いて綜合成績を述べるO

墾暴 効果として蘇菅なものは､咳噺啄症の減少,啄症の性状の良化及啄疾中結核菌の減少であるo

啄疾結核菌の滑長は第12表に示す如 くである｡ 臣ロち消失 (培養陰性を意味する)は全体の17.2/niに見

られ､減少例50.9%を加えると､68.1%に効果があったものと考えられるo 此成績は､毎週1回甲定量

的検査法に基 く成績であって､其信増産は可な り大である｡ たとえば､胸廓成形術は､通常術後成績
(46)

として､約60%の菌陰性化率を唱えられているが､塩沢によれば､検査方法を洞1回の培養検蚕にする

と､約40%の下落が見られ､術後6ケ月位迄の菌陰性化率は20%前後に過ぎないようである｡この笑実

とを比較 してみると､我}{の得た治療成績は決して置祝し得た小ものである0

第12表

啄 疾 申 糖 核 革 患 者

滑 失 18名 (17.2%)

減 少 53名 (50.9%)

不 変 33名 (31.9%)

(8) 副 作 用

肝腎血液等諸臓器に対する副作用は､適当な注意の下に英二施すれば皆無である｡ 唯一の副作用とし

て､血召英及啄血がある｡74症例中AIO例に肺出血を認めた｡ 多 くは血掟の程度であり啄血といっても最

大30cc位のもので､吸入を中止すれば多 くは数 日中に自然に止血する｡ このため病状の意化を来した

例は1例 もなかった｡之は恐らく茎洞内面の清浄化が進捗して血管の多い肉芽組織が露出して来ている

ために､ ｢ガス｣の刺戟のために出血するものと考えられ､ 従って出血することは本療法の効果が挙

った綜具 と考えてよい｡

(e) 適魔症に就て

以上の経験を元として本療法の達磨症を吟味してみたい｡ 肺結核O-いかなる時期いかなる病型の者
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1
に行っても､症例に臆じて葵施方淡に韓意を錬ってやれば､ 意練兵を来すことは尭づないと考えられ

るO併し余 り病竜の範囲が濃 く且つ啄疾の臆棟部が1日50cc掛上にも及ぶ様なものには著効を期待し得

ないo効果のあるのは､病竃の範囲が-肺葉以内位で両 も啄疾量が余 り多 くない様な症例であるO 此

場合基洞の大さは給体的の僚件とはならなV,が､勿論小さいもの程良い｡ 新鮮な濠出性傾向の強い症

例は実施に当 り慎重を要するO

更に本療法施行によって一旦常の滑矢を見た者も之を中止すると､ 叉菌の排出を見る事が可なり多

い｡従って本療法のみによって永久に菌の排出を無 くすることが可能であるとしても､ 英には更に長

期間の実施を必要とするものと考えられるO .

X 吸入療法乗碓患者剖見所見 (略)
(47)

xI 喉頭結核症に封する成練 (略)

Ⅲ 肺頓狂に封する成績 (略)

ⅩⅢ ｢メチ-JLメタクリレートガス｣吸入療法の作用機韓に親し､ての考案

本療法は其研究の当初より該物質の有する抗菌作用を以て肺病竃殊に基洞内の結核菌を殺し冬は発
●

育を阻止することにより茎洞の治癒横棒を促進することが目的であり､ 臨床的な効果 も恐らく斯 くの

如き壊樽によって得 られるものと考えている. 事実前項に記した棟に啄疾中の結核菌か著明に減少

し､且つ菌の形態も Gruppierend.Granuliertのものを認めるなど､i寛童の抗菌作用の結果と息はがし

る変化が出現する. 従って当初は吸入時間鮎ち吸入量を増加し出乗る丈け長 く ｢ガス｣の作用を持続

すれば効果も亦より以上に覇者になるものと考えていた. 併し事実は必ずしも然らすで､長時間吸入･

を行うことによt)却って啄荻の増加を釆し菌 も大して減らない様な場合のあることを知 り､ 作用横樽

に就いて一膳反省してみる必要を感じたのである. 即ち本療法の敬具は ｢ガス｣の抗菌作用によって

のみ得られるものではなく､何か他a)要因が共働していることが想像される｡

この第2の作用磯樽として考えられる事は ｢ガス｣伴の刺戟作用である｡本 ｢ガス｣は生体に対する

毒性は甚だ檻旗であり､ 叉局所刺戟も房易くて吸入による索道の刺戟現象如ち咳取啄症の増加等は甚だ

襖豪勇であるが､権 くわすかの刺戟作用は有る. ･この事は動物実験で吸入を実施した動物は黙らざる動

物に比して例外なく肺臓の毛細血管の拡張充盈が認められ､ 又吸入患者に前述の如 く塵}r血漆の啄出

を見ることからも想像せられるo EPちこの ｢ガス｣の刺戟は局所の充血として反廠せられる訳で あ

る｡ か ゝる局所の充血は適度であれば結核竜の治癒横棒を促進し殊に茎洞壁に於ける乾酪物質の排出

邑Pち清浄化の促進を来すであらうo

か くの如 く ｢ガス｣体の抗菌性と病竃に対する刺戟作用とが 相侠って本療浜の効=泉を発揮すること

が考えられる○

ⅩⅣ 結核治療法としての ｢ガステラピー｣の意義 と̀限界 (略)
:-

ⅩⅤ む す び

帝皆を経る陀当り､本研究の実施l/{当り常に御鞭錘を頂いた服部,内野,木村､荻生,美濃ロ､岩井､植田の渚教

授及び内藤､長石､家J森の諸助教授及祈死所御一同l,{厚い謝意を表するO叉第2つ回椅核祈究膚の席上本問題に閑し特

別講演を許可言れた三jj一前教授に対し深謝するo何本祈究を熱心に遂行された並河､安牛､故藤田､米韓､移本.

斉藤.大山の諸･君に敬意を表するO

最壊E/{三菱化成二葉株式食敵の御擾助に対し深謝の意を表するO
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